
　
男
女
協
働
サ
ロ
ン
を
契
機
に
、
多
く
の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
触
れ
、
牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例
が
そ
の
活
動
を
後
押
し
す

る
形
で
、
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
市
の
重
要
施
策
の
方
向
性
を
決
め
る
市
民
主
体
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
舵
取
り
を
担
い
、
市
民
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
代
表
的
な
も
の
に
は
、「
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
や

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
」、
旧
片
浜
小
学
校
の
跡

地
利
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
何

度
も
対
話
を
重
ね
、
市
民
が
方
向
性
の
決
定
に
携
わ
る
仕
組
み

を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

▼
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
平
成
27
年
～
）

　
市
民
協
働
の
基
礎
と
な
る
制
度
や
仕
組
み
づ
く
り
を
経
て
、

現
在
は
、
次
世
代
の
地
域
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
、
早
い
段
階
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の

関
心
を
持
つ
若
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
活
躍
（
～
現
在
）

　
市
の
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
た
「
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
現
在
の
推
進
役
は
、
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で

組
織
す
る
「
Ｍむ

す

び

ｕ
ｓ
ｕ
ｂ
ｉ
」
と
「
Ｃク

リ

ッ

プ

Ｌ
Ｉ
Ｐ
」
の
２
つ
の
団

体
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
両
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
学
校
再
編
や
総
合
計
画
な

ど
市
の
重
要
な
施
策
の
意
見
交
換
の
場
で
、
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

担
い
、
市
民
と
市
を
つ
な
ぐ
調
整
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
協
働
や
、
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
礎
と

す
る
自
治
基
本
条
例
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
市
民
参
加
を
明
記
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
対
話
の
場

で
意
見
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
条
例
化
し
た
「
牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例
」
は
、

本
年
で
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
の
牧
之
原
市
の
市
政
運
営
の
基
礎
と
な
る
自
治
基
本
条
例
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
条
例
の
根
幹
に
あ
る
「
市
民
協
働
」
や
「
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
増
田
隆
助　
☎
（
23
）
０
０
５
３

牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例

―
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
―

施
行
10
周
年

▼
市
民
協
働
の
始
ま
り
（
平
成
17
～
19
年
）

　
牧
之
原
市
誕
生
直
後
の
平
成
18
年
、
市
の
課
題
に
つ
い
て
市

民
自
ら
が
意
見
を
出
し
合
う
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
き
の
は
ら
」
を

開
設
し
、
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
話
し
合
い
を
進
め
る
う
ち
に
、
会
を
円
滑
に
進
行

す
る
市
民
の
存
在
や
話
し
合
い
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。
そ
こ
で
「
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
会
議

の
進
行
役
、
意
見
の
引
き
出
し
役
）」
を
養
成
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
協
働
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
始
。
合
意
形

成
の
た
め
の
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、
市
民
自
ら
が
会
を
運

営
し
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
財
育

成
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
化
を
見
据
え
た

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
考
え
る
会
」
を
設
置
し
、「
牧
之
原

市
自
治
基
本
条
例
制
定
」
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

▼
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
育
成
（
平
成
20
～
22
年
）

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
身
に
付
け
た
市
民
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
活
躍
す
る
実
践
の
場
、
対
話
の
場
と
し
て

「
男
女
協
働
サ
ロ
ン
」
の
開
催
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
話

し
合
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
地
域
住
民
自
ら
が
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
場
を
設
定
し
ま
し
た
。

▼
牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
（
平
成
23
年
）

　
牧
之
原
市
誕
生
直
後
か
ら
、
市
民
協
働
の
根
拠
と
な
る
条
例

の
策
定
を
検
討
す
る
中
で
、
平
成
23
年
10
月
に
、
牧
之
原
市
自

治
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
牧
之
原
市

の
市
政
運
営
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
が
条
例
と
し
て
明
記
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
協
働
の
取
組

を
後
押
し
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
条
例
の
推
進
役
と
な
る
「
牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例

推
進
会
議
」
が
平
成
24
年
６
月
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
に
は
自
治
基
本
条
例
の
一
翼
を
担
う
「
牧
之
原
市

政
へ
の
市
民
参
加
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
自
治
基
本

条
例
の
中
の
市
民
参
加
に
対
し
、
具
体
的
な
取
り
決
め
を
明
記

し
ま
し
た
。

▼
重
要
課
題
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
平
成
24
年
～
）

　

 

牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例

　

 

と
は

　
平
成
23
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
住
民
自
治
に
基
づ
く
自
治
体
運
営

の
基
本
原
則
を
定
め
た
条
例
で
す
。

　
条
例
は
、
前
文
、
８
章
、
全
30
条

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
情
報
共
有
、

市
民
参
加
、
市
政
運
営
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
、
議
会
、
行
政
の
責
務
や

役
割
、
権
利
な
ど
を
明
確
化
す
る
こ

と
で
市
民
の
権
利
を
保
障
し
、
市
民

の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
仕
組

み
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

牧之原市自治基本条例 検索

牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例

の
構
成

前
文

第
１
章　
総
則

第
２
章　
情
報
の
共
有

第
３
章　
市
民
参
加
の
推
進

第
４
章　
市
政
運
営

第
５
章　
他
の
自
治
体
等
と

　
　
　
　
の
連
携
・
協
力

第
６
章　
議
会
及
び
議
員

第
７
章　
市
長
及
び
職
員

第
８
章　
自
治
基
本
条
例
の

　
　
　
　
実
効
性
の
確
保

牧之原市自治基本条例施行10周年記念シンポジウム
「対話と協働で住民自治の実現を！」

■日時
　令和４年２月26日土　午後１時30分～午後４時30分
■会場
　相良総合センター  い～ら（須々木140番地）
■申込方法
　　　　　　市ホームページまたはＱＲコードから申し込む。
　　　　　　＊会場行きバスがあります。
　　　　　　　必要な人は申込時に併せて記入してください。
■定員
　500人（定員に達し次第、申込終了）
　＊感染症対策のため定員変更の可能性があります
■申込期間
　12月15日水～令和４年１月31日🈷
■内容
　基調講演　▶北川正恭氏「対話と協働で住民自治の実現を！」
　パネルディスカッション　「牧之原市の10年のあゆみとこれから」
　　▶北川正恭氏▶佐

さ

藤
と う

淳
あつし

氏（早稲田大学マニフェスト研究所研究員）▶杉
す ぎ

本
も と

基
き

久
く

雄
お

氏（牧之原市長）
　　▶市民ファシリテーター（Musubi　原

は ら

口
ぐ ち

佐
さ

知
ち

子
こ

氏、CLIP　武
た け

田
だ

てるみ氏）
　市民ファシリテーター実践報告
　　▶一般社団法人会議ファシリテーター普及協会  牧之原支部  Musubi ▶一般社団法人 CLIP
■新型コロナウイルス感染対策
　検温の実施、マスクの着用は必須となりますので、ご協力をお願いします。

北川 正恭（きたがわ・まさやす）氏
1944年三重県生まれ。早大商学部卒業。
三重県議会議員 3 期、衆議院議員 4 期、
三重県知事 2 期。知事退任後、早稲田
大学政治経済学術院教授。現在同大学名
誉教授、同大学マニフェスト研究所顧問。
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